
釈文の訂正と追加

石
川

・
中

屋

サ

ワ

遺

跡

第

一
一五
こ

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
中
屋
町

・
福
増
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年
度
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
六
月
～
二

〇
〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
口
宗
治

・
前
田
雪
恵

・
向
井
裕
知

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
荘
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
～
近
世

７
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

中
屋
サ
ワ
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
二
五
号
で
判
読
可
能
な
二

点
に
つ
い
て
報
告
を
行
な
っ
た
。
今
回
は
、
そ
の
後
の
整
理
作
業
に
よ
り
木
簡

と
判
明
し
た
溝
Ｓ
Ｄ
六
五
出
上
の
第
七
号
木
簡
に
つ
い
て
追
加
報
告
す
る
。

溝
Ｓ
Ｄ
六
五
は
、
調
査
区
東
辺
で
検
出
し
た
幅
三
ｍ
前
後
の
東
西
溝
で
、
既

報
告
木
簡
が
出
土
し
た
川
Ｓ
Ｄ
三
〇
と
、
調
査
区
東
端
で
西
岸
を
検
出
し
た
川

Ｓ
Ｄ
六
六

・
七
五
を
繋
ぐ
可
能
性
が
あ
る
。
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
至
る
遺
物

が
出
土
し
た
が
、
主
要
時
期
は
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
前
半
と
み
ら
れ
る
。

⑪

　

「
ロ

マ

ロ

□

赤

米

五

斗

二

升

」
　

　

　

岸
∞
要

氣

益

ｏ
留

第

七

号

赤
米
の
付
札
木
簡
で
あ
る
。
上
端
は
圭
頭
状
に
、
下
端
は
剣
先
状
に
整
形
し

て
い
る
。
本
遺
跡
の
約
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
東
方
に
所
在
す
る
古
代
荘
園
遺
跡
、
上
荒
屋

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

（以
下
、
上
荒
屋
木
簡
と
す
る
）
に
類
似
品
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
類
推
す
る
と
、
状
態
が
悪
く
判
読
で
き
な
い
上
半
部
に
は
人
名
が
記

載
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
下
半
部
に
は
米
の
種
類
と
量
を
記
す
。
上
荒

屋
木
簡
に
は

「黒
米
」
や

「白
米
」
が
み
え
る
が
、
「赤
米
」
は
み
え
な
い
。

上
荒
屋
木
簡
は
す
べ
て
河
川
Ｓ
Ｄ
四
〇
か
ら
出
上
し
て
お
り
、
厳
密
な
年
代

比
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
出
土
地
点
及
び
墨
書
土
器
の

「庄
」
の
字
体
に
よ
り
、

あ
る
程
度
の
年
代
推
定
は
可
能
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
回
出
土
し
た

木
簡
は
、
記
載
内
容
や
形
態
か
ら
み
て
、
上
荒
屋
遺
跡
の

「綾
庄
」
段
階
、
す

な
わ
ち
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
の
所
産
と
み
ら
れ
る
。

中
屋
サ
ワ
遺
跡
で
は
、
調
査
範
囲
内
に
お
い
て
荘
家
ク
ラ
ス
の
大
型
建
物
は

検
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
回
確
認
し
た
木
簡
は
、
記
載
内
容
か
ら
み
て
荘
家

に
て
量
目
確
認

。
記
載
後
に
廃
棄
さ
れ
た
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。
本
木
簡
の
存

在
か
ら
、
荘
家
が
近
隣
に
所
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
関
係
文
献

金
沢
市

『中
屋
サ
ワ
遺
跡
Ⅲ
』
（金
沢
市
文
化
財
紀
要
二
四
二
、
二
〇
〇
七
年
）

（向
井
裕
知
）

一




